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奥 羽 山 脈 の 中 山 間 盆 地 で あ る． 面 積 は






るまで 116 年間村政を敷いた． 
 　西和賀町の 2018（平成 30）年の住民基本台帳
による町の人口は 5,825 人，2,327 世帯．年少人
口 430 人（7.4 ％），高齢人口 2,750 人（47.2 ％）
と超少子高齢社会が著しく進行している．特に
75 歳以上の後期高齢者 1,769 人で 30.4 ％と，住







































年 沢内村内のできごと 深沢晟雄 国の制度・動き
1881（明治 14）年 新町に西和賀郡病院開設












1905（明治 38）年 大凶作被害惨状極める 深沢晟雄誕生 東北大凶作
1908（明治 41）年 沢内村：668 戸，5,011 人
伝染病大発生
1909（明治 42）年 沢内村：677 戸，5,158 人
主な鉱山鉱夫数＝鷲ノ巣金山 267 人，仙人
鉄山 936 人，兎根倉 198 人，水沢銅山 710









1911（明治 44）年 村予算 5,686 円うち衛生費 439 円うち医師




1913（大正 2）年 大凶作・大洪水 父：晟訓村会議員 東北地方大凶作





1925（大正 14）年 牛馬改良（牛 220 頭）
養鶏・養兎振興
旧制二高入学 鉱山衰退⇒商業不振
1928（昭和 3）年 沢内村：828 戸，7,065 人




1929（昭和 4）年 川尻―川舟間定期乗用車運航開始 阿部次郎教授師事 世界大恐慌
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1930（昭和 5）年 沢内村：821 戸，6,702 人
出生 303 人，死亡 122 人
『人格主義の思想』精読？ 生糸，米価大暴落
失業者 22 万人余
















出生 289 人，死亡 121 人
台湾総督府の勤務と帰省
を繰り返す





















1942（昭和 17）年 沢内村：864 戸，8,284 人


































































































1952（昭和 27）年 沢内村教育委員会発足 佐世保船舶工業業績悪化















1956（昭和 31）年 村青年協議会結成 7 か月間助役 教育委員任命制
［筆者作成］
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の栄養素である」と述べている （4） ．








































































連携で保健師を 1957 年に 2 人，1959 年・1965 年
に 1 人ずつ増員して保健師 4 人体制を整備，地域
保健の礎となった． 
 　そうした中，優良な医師確保に奔走した結果，
1960 年に加藤邦彦医師（第 10 代病院長）を内科
30
医として迎え，沢内病院の再建がスタートする．
1963 年には外科医の増田進医師（第 11 代病院長）
が加わり，内科・外科の医師 2 人体制を確立する． 







た．【図 1】 （7） 
 　その第一が高齢者医療費 10 割給付の実施であ
る．1960 年 12 月から 65 歳以上高齢者の医療費
10 割給付を全国で初めて行い，翌年 4 月からは










 2.1.3.3．機構改革「健康管理課 43 年の奇跡」 
 　つぎに，1963 年の健康管理課設置である．こ
図 1
NPO 法人 輝け「いのち」ネットワーク（2013）『すこやかに生まれ育ち老いるをめざして―沢内村健康管理課誕生から 50 周年記念誌』
31
















【図 2】 （9） 
 　さらに，乳児死亡率半減運動では，国保連合会
と岩手医大小児科教室の協力を得て，乳児健診を
































 2.2．沢内「生命行政」を継ぐ者たち  (10) 



















































た  6） ．
 　児童については，要保護児童が生活する盛岡市
内の児童養護施設「みちのくみどり学園」児童の






















＊ 1957 年： 沢内村村長に深沢晟雄就任（豪雪・貧困・多病多死）　
まず冬季のライフライン確保．県道 1 号線の除雪を互助組合による運営　「生命尊重行政」…乳児死亡率
69．3 人（1000 人当たり）保健委員会設置　保健師 2 人採用．59 年 3 人，65 年 4 人体制（住民 1500 人に
1 人）．
＊ 1960 年： 沢内村―65 歳以上高齢者医療費 10 割給付実施　（翌年 4 月 60 歳以上に年齢を引き下げ，乳児の医療費も
10 割給付実施）　保健モデル地区の設置と新生活運動（①調査眼・②指導者は演出型・③途中下車型運
動・④三せい運動）
＊ 1962 年： 沢内村―乳児死亡率 0 達成
＊ 1963 年： 沢内村地域包括医療計画に基づく健康管理課設置（副病院長が課長）
＊ 1965 年：「沢内村健康管理研究会」と「西和賀地域保健調査会」の設立　在宅障碍児「日曜学校」開設（保健師・
保育士ボランティア活動）
＊ 1970 年：（～ 76 年）長瀬野地区集落再編事業
＊ 1976 年： 在宅障碍児（者）通園事業「いつくし苑」（村社会福祉協議会運営）
＊ 1981 年： 沢内村老人クラブ連合会主催の「老人の主張大会」（翌 82 年まで）開催
＊ 1983 年： 沢内村障害者団体連絡協議会（心身障害児者を守る会，身体障害者福祉更生会，精神障害者家族会）設立
＊ 1985 年～「一地区一品運動」による高齢者生きがいづくり活動，沢内村福祉共同作業所開設
＊ 1989 年： 豪雪・雪害対策として青年団活動を発展させ雪下ろしボランティア活動団体「スノーバスターズ」創設




＊ 2006 年： 20 年間続けられた盛岡市の児童養護施設「みちのくみどり学園」児童の「夏季転住」（林間学校）を 5 月
連休に「カタクリ転住」として継続．
＊ 2007 年： NPO 法人「輝け『いのち』ネットワーク」設立認可
＊ 2008 年～ 集落のホームステイを導入し「全国・西和賀まるごと児童養護施設事業」を受託運営　映画『いのちの作
法―沢内「生命行政」を継ぐ者たち―』制作・全国上映運動
＊ 2013 年： 輝け「いのち」ネットワークが沢内村健康管理課誕生から 50 年記念「いのちの灯の集い 2013」開催
＊ 2014 年： 深沢晟雄没後 50 周年記念シンポジウム開催
＊ 2016 年： 映画『増田進―患者さん―』制作・全国上映運動




 　2013 年 NPO 法人輝け「いのち」ネットワーク
が沢内村健康管理課誕生から 50 年を記念し「い
のちの灯の集い 2013」を，翌 2014 年は深沢晟雄







が実施された （14） ． 
 　2018 年は「いのちの灯建立 35 周年と深沢晟雄




































 　なにより注目すべきは，憲法の中でも第 25 条
の理念だけでなく自立生活運動の「三せい運動」
に代表されるように，憲法第 11 条の基本的人権




















 3.2．地域社会と住民主体 （17） 
 3.2.1．地域福祉における住民主体とリーダー 
 　住民主体が地域福祉の中で位置づけられるよう
になったのは，1960 年 8 月に全国の社会福祉協
35
































































































































































































6 件と 3 ％に過ぎない （22）． 反対に，沢内通からは


























































































































































し，6 戸は村内他地区や離村．1973 ― 76 年の第二
次事業では 15 戸が新集落に移転し計 50 戸で形
















 8） 「住民主体」という表現は，1950 年代から滋賀
県の甲賀地域で用られていた． 
 9） Jose Mujica 第 40 代ウルグアイ大統領が 2012 年
6 月 20 日 ― 22 日にブラジル・リオデジャネイロ
で開催された国際会議で 1 日目最後に登壇した
時の演説． 
 10） マザーテレサは生前 3 回訪日しているが，最初















 （1） 深沢晟雄編集（1950）『広報さわうち　第 1 号』











帳人口・世帯数表〈平成 30 年度版〉』414 ― 415 
 （5） 宮沢賢治（1937）『宮沢賢治全集』（平凡社）． 
 （6） NPO 法人輝け「いのち」ネットワーク（2013）『す
こやかに生まれ育ち老いるをめざして―沢内村

















教育委員会）238 ― 243 
 （12） 沢内村郷土史研究会（1989）『沢内村郷土史シ
リーズ第 13 集「覚書による澤内」』，（沢内村教
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Realizing healthy and cultural minimalist living in the community: 
A Practical Record of Former Sawauchi Village in the Iwate Prefecture
 Noriyoshi Takenoshita, 
Professor, Faculty of Humanities Morioka University
　 A place name that sociology researchers will never forget is Sawauchi-mura．This village was a community 
that established a model for community medicine.  It is often referred to as “a village that respects life.”  It is a 
source of community organization practice and embodies the Japanese Constitution.  Sawauchi Village's practices 
make us question the present condition of peace, life, mass consumption society, and human relations.
Key words: dignity of life, basic human rights, national health insurance premium 100% benefit, community 
organization, three-doing movement
